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女	…………………………	4,480人
計	…………………………	8,374人
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読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.41

15

20 spotlight

傳信雄さん・弘子さん
東奔西走／今月のワンショット

赤シソ栽培 50 年

８ お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

ジオパーク通信18

イベントカレンダー19

少年野球チーム　虻田ジュニアオーシャン
学童全道大会出場‼

pickup news

ワンポイント手話

３

　赤組、白組に分かれ
熱戦を繰り広げた虻田
小学校の運動会。
　４年生の徒競走で
は、ゴールを目指す児
童たちがグラウンドを
駆け抜けました。他に
も玉入れや「よっちょ

４ 特集　北海道・北東北の縄文遺跡群
世界遺産登録決定

６ まちのわだい

狩野　智咲ちゃん                 
　　　  （ちさ）

俊一さん・可奈恵さん
５月 13 日生　泉

消防だより16

あぶた福祉会17

れ」などが行われ、保護者の声援を受けた子どもたちは
懸命に練習の成果を発揮していました。

小澤　舞白子ちゃん                 
　　　  （ましろ）

佑希さん・佳子さん
３月 21 日生　入１区

大西　紬心ちゃん                 
　　　  （つぐみ）

泰弘さん・恵さん
５月 24 日生　大原

感染予防を心がけましょう！

〇体調が悪いときは外出を控える

体調の変化に留意して
熱があるとき、咳が出る
ときなどは外出を控え
ましょう。

〇会食するときは「黙食」を実践しましょう
①４人まで
②短時間
③深酒せず
④大声ださず
⑤会話時はマスク着用

14 さわやかだより
熱中症に注意しましょう！

13 コロナに負けるな！
町内各小学校で運動会

広報とうやこ　2021年８月 ２



広報とうやこ　2021年８月広報とうやこ　2021年８月３

pickup news

「野球」

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 35回目は健康福祉センター橋浦弥里です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

両手でバットを持つポーズを取ります。 バットを振る仕草をして野球を表現します。

少

少年野球チーム少年野球チーム
虻田ジュニアオーシャン

　
　
年
野
球
チ
ー
ム
、
虻
田
ジ
ュ

　
　
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン
（
口
屋
紀

史
監
督
）
が
高
円
宮
賜
杯
第
41
回

学
童
軟
式
野
球
大
会
南
北
海
道
大

会
に
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
伊
達
市
で
行
わ
れ
た
西
胆
振
予

選
で
は
投
打
に
わ
た
っ
て
練
習
の

成
果
を
発
揮
。
初
戦
の
伊
達
パ
ン

ダ
ー
ズ
戦
に
６
︱
５
で
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
す
る
と
、
準
決
勝
の
豊
浦
シ

ー
ガ
ル
ス
戦
に
も
勝
利
、
決
勝
戦

の
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
イ
ド
戦
で
は
25

︱
２
で
大
勝
。
５
年
ぶ
り
の
全
道

切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
南
北
海
道
大
会

前
に
真
屋
町
長
を
訪
問
。
舘
岡
蒼

介
主
将
（
虻
田
小
６
年
）
は
「
必

ず
優
勝
す
る
の
で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
頼
も
し
く
あ

い
さ
つ
し
、
全
力
プ
レ
ー
を
誓
い

ま
し
た
。

　
７
月
３
~
４
日
に
函
館
市
で
行

わ
れ
た
南
北
海
道
大
会
で
は
、
１

回
戦
で
岩
見
沢
南
ビ
ク
ト
リ
ー
と

対
戦
。
惜
し
く
も
破
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
い

た
ナ
イ
ン
に
は
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

虻田ジュニアオーシャン虻田ジュニアオーシャン虻田ジュニアオーシャン
学童全道大会出場学童全道大会出場‼‼５年

ぶり

出場

　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　

５年ぶりに学童軟式野球大会南北海道大会に出場した虻田ジュニアオーシャン５年ぶりに学童軟式野球大会南北海道大会に出場した虻田ジュニアオーシャン

真屋町長にあいさつする選手たち真屋町長にあいさつする選手たち必勝を誓う舘岡蒼介主将（左）必勝を誓う舘岡蒼介主将（左）
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入
江
・
高
砂
貝
塚
を
含
む
「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

の
世
界
遺
産
登
録
を
審
査
す
る
第

44
回
世
界
遺
産
委
員
会
拡
大
会
合

が
７
月
27
日(

火)

、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
行
わ
れ
、
縄
文
遺
跡
群
の

登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。

27
日
夜
に
は
、
役
場
防
災
ホ
ー

ル
で
会
合
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

入
江
・
高
砂
貝
塚
の
保
全
や
世
界

遺
産
登
録
に
向
け
た
周
知
活
動
な

ど
に
携
わ
っ
た
関
係
者
な
ど
約
25

人
が
出
席
し
、
審
査
結
果
の
発
表

を
固
唾
を
の
ん
で
見
守
り
ま
し

た
。

　
午
後
７
時
ご
ろ
、
待
望
の
登
録

決
定
の
一
報
が
ス
ク
リ
ー
ン
越
し

に
伝
わ
る
と
、
ホ
ー
ル
か
ら
大
き

な
拍
手
が
鳴
り
響
き
、
出
席
者
全

員
で
万
歳
三
唱
し
て
新
た
な
世
界

遺
産
の
誕
生
を
喜
び
ま
し
た
。

　
真
屋
町
長
は
「
多
く
の
人
に
貝

塚
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
地
域

と
一
緒
に
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

保
全
と
活
用
の
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
貝
塚
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
き
た
「
ア
プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の

会
」
の
神
馬
久
夫
会
長
は
「
よ
う

や
く
貝
塚
の
価
値
が
世
界
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
」
と
、
長
年
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
こ
と
に
笑
顔
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
は
、
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、

秋
田
県
に
あ
る
17
の
考
古
遺
跡
で

構
成
。
２
０
１
９
年
７
月
に
世
界

文
化
遺
産
登
録
推
薦
候
補
に
選
ば

れ
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
イ
コ

モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

に
よ
る
現
地
調
査
を
経
て
、
今
年

５
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
勧

告
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
の
世
界
遺

産
の
件
数(

自
然
遺
産
含
む)

は

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群

で
25
件
目
。
道
内
で
は
「
知
床
」

に
続
く
２
件
目
で
、
世
界
文
化
遺

産
と
し
て
は
初
と
な
り
ま
す
。

入
江
・
高
砂
貝
塚

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に

「ようやく価値が認められた」
道内初の世界文化遺産が誕生

特集 北海道・北東北の縄文遺跡群北海道・北東北の縄文遺跡群北海道・北東北の縄文遺跡群北海道・北東北の縄文遺跡群
世界遺産登録決定世界遺産登録決定 ■問合せ■問合せ　社会教育課　社会教育課

               （☎ 74-3010）               （☎ 74-3010）

〈高砂貝塚〉〈高砂貝塚〉 〈入江貝塚〉〈入江貝塚〉

世界遺産登録を万歳三唱で祝う出席者世界遺産登録を万歳三唱で祝う出席者
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特集 北海道・北東北の縄文遺跡群　世界文化遺産登録北海道・北東北の縄文遺跡群　世界文化遺産登録

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
先
立

つ
７
月
21
日(

水)

、
入
江
・
高

砂
貝
塚
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
真
屋
町
長
、
洞

爺
湖
町
議
会
大
西
智
議
長
、入
江・

高
砂
貝
塚
整
備
委
員
会
小
林
達
雄

整
備
委
員
長
、
ア
プ
タ
・
フ
レ
ナ

イ
の
会
神
馬
久
夫
会
長
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
し
、
貝
塚
館
の
新
出
発
を

祝
い
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
貝
塚
館

は
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
４
エ
リ
ア

に
分
け
て
縄
文
文
化
を
解
説
。
出

土
品
や
解
説
パ
ネ
ル
も
大
幅
に
増

や
し
、内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
　
世
界
遺
産
登
録

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
　
世
界
遺
産
登
録

　
関
係
者
か
ら
喜
び
の
声

　
関
係
者
か
ら
喜
び
の
声

入
江
・
高
砂
貝
塚
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
「
登
録
の
た
め
の
努
力
が
よ
う

や
く
実
り
ま
し
た
。
縄
文
文
化
を

象
徴
す
る
２
つ
の
文
化
財
が
、
世

界
遺
産
の
重
要
な
一
角
を
占
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
自
然
を
征
服
の
対
象
と
し
、
効

率
や
利
便
性
を
追
求
す
る
あ
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
大
陸
側
の
文
化
と
は
異
な

り
ま
す
。

　
自
然
と
の
共
存
共
生
に
こ
そ
縄

文
文
化
の
真
骨
頂
が
あ
り
ま
す
。

縄
文
人
は
、
自
然
と
共
に
生
き
る

　
「
町
外
の
人
も
無
料
で
来
館
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
縄
文
文
化
に
な
じ
み
が
な

い
人
も
利
用
し
や
す
く
し
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
保
全
す
る
だ
け

で
な
く
将
来
の
行
く
末
を
考
え
る

た
め
に
、
ま
ず
は
行
政
と
住
民
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
意

義
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
今
回

の
登
録
を
お
祭
り
騒
ぎ
で
終
わ
ら

せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
縄
文
遺
跡

に
は
、
現
代
人
が
明
日
に
向
か
っ

て
進
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
秘
め
ら

れ
て
い
ま
す
」

た
め
の
哲
学
の
よ
う
な
も
の
を
お

の
ず
か
ら
考
え
出
し
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
現
代
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
走
り
と
も
言
え
る
考
え
だ
っ
た

は
ず
で
す
」

　
︱
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
の
価
値
と
は

　
︱
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
︱
貝
塚
を
守
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か

テープカットする出席者テープカットする出席者

　
「
噴
火
湾
や
周
辺
の
山
の
幸
を

も
と
に
し
て
縄
文
人
が
生
活
を
営

ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
入

江
・
高
砂
貝
塚
を
は
じ
め
、
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
は

人
々
が
自
然
と
共
存
共
生
し
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

世
界
的
に
も
稀
有
な
こ
と
で
す
。

入
江
・
高
砂
貝
塚
整
備
委
員
長

小
林
達
雄
さ
ん

（
國
學
院
大
学
名
誉
教
授
）

に
、
縄
文
文
化
の
体
験
会
や
縄
文

祭
り
、
講
座
な
ど
を
開
い
て
縄
文

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
会
友
を
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
か
ら
比
べ
る
と
、
入

江
・
高
砂
貝
塚
の
認
知
が
少
し
ず

つ
広
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
地
道

な
活
動
の
成
果
が
表
れ
た
と
思
い

ま
す
」

　
「
長
い
年
月
が
流
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
登
録
に
向
け
た
議
論

が
進
み
、
よ
う
や
く
世
界
遺
産
と

し
て
認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
町
民
と
し
て
感
激
し

て
い
ま
す
」

ア
プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会

神
馬
久
夫
さ
ん

　
︱
つ
い
に
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
が

実
現
し
ま
し
た

　
︱
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
く
だ
さ
い

　
「
ア
プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会
が

発
足
し
て
18
年
が
経
ち
ま
す
。
会

で
縄
文
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
研

修
や
視
察
を
続
け
ま
し
た
。
さ
ら

　
︱
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
か

　
「
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
地

元
の
人
が
入
江
・
高
砂
貝
塚
を
誇

れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ
れ

ま
で
も
縄
文
文
化
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
ま
ず
は

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

　
会
員
も
縄
文
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

縄
文
遺
跡
群
の
構
成
資
産
が
あ
る

他
地
区
に
負
け
な
い
よ
う
、
も
っ

と
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
」



　

　
　

達
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合　
　

　
　
（
渡
部
弘
二
理
事
長
）
が
町
に

現
金
10
万
円
を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
渡
部
理
事
長
な
ど
が
役

場
を
訪
れ
善
意
を
届
け
ま
し
た
。　

　
寄
附
の
目
的
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
。
組
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
町
民
を
守
る
た
め
の
一
助
に
な
れ

ば
と
今
回
の
寄
附
を
決
め
ま
し
た
。

　
渡
部
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
真
屋
町
長

に
寄
附
金
を
手
渡
し
、　

一
刻
も
早

い
収
束
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

のわだい
まち

広報とうやこ　2021年８月 ６

　
　
田
地
区
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ

　
　
る
国
道
37
号
の
歩
道
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
、
沿
線
住
民
や
地
元
企

業
、
室
蘭
開
発
建
設
部
職
員
、
役
場

職
員
な
ど
延
べ
約
1
0
0
人
が
参

加
し
、
雑
草
除
去
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
マ
ス
ク
着
用

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
行
い
な
が
ら
作
業
を
実
施
。

　
２
日
と
も
午
前
７
時
か
ら
、
草
取

り
用
の
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、
縁

石
の
隙
間
や
電
柱
の
根
元
に
生
え
た

雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

雑草除去に汗を流す参加者雑草除去に汗を流す参加者真屋町長に寄附金を手渡す渡部理事長（右）真屋町長に寄附金を手渡す渡部理事長（右）

有珠山噴火について学んだ虻田高校の１日防災学校有珠山噴火について学んだ虻田高校の１日防災学校

虻

虻

伊

新型コロナウイルス感染症対策のために�
伊達地区自動車整備協同組合　町へ寄附

６
８

花々で芸術館を彩る�
洞爺湖芸術館で花壇整備

６
12 

まちをきれいに
雑草除去ボランティア３

６ ・６
11

　
　
田
高
校
（
廣
川
雅
之
校
長
）
が　
　

　
　
１
日
防
災
学
校
を
実
施
し
ま
し

た
。
町
担
当
者
が
有
珠
山
噴
火
に
つ

い
て
説
明
。
２
０
０
０
年
噴
火
の
反

省
点
と
し
て
避
難
所
の
移
動
が
相
次

い
だ
こ
と
や
、
生
活
環
境
の
劣
悪
さ

な
ど
を
挙
げ
「
避
難
所
運
営
に
は
地

域
の
支
援
が
必
要
。
皆
さ
ん
が
協
力

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
の
津
崎
志
誠
さ
ん
（
３

年
）
は
「
有
珠
山
噴
火
を
詳
し
く
学

ぶ
重
要
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

防災への知識を深める�
虻田高校　１日防災学校

６
23 

　
　
爺
湖
町
交
通
安
全
協
会
洞
爺
支

　
　
部
（
中
澤
昭
会
長
）
や
洞
爺
地

区
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
10
人
が

参
加
し
、
洞
爺
湖
芸
術
館
の
花
壇
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ピ
ン
ク
や
白
な
ど
色

と
り
ど
り
の
ベ
コ
ニ
ア
の
苗
を
植

え
、
芸
術
館
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し

た
。
花
壇
ブ
ロ
ッ
ク
の
修
繕
や
木
の

せ
ん
定
も
行
い
、
来
館
者
が
花
壇
越

し
か
ら
の
洞
爺
湖
の
景
色
を
見
て
、

気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

洞

洞爺湖芸術館の花壇に花を植える参加者洞爺湖芸術館の花壇に花を植える参加者



　

広報とうやこ　2021年８月広報とうやこ　2021年８月７

町内で行われたイベントや活動を紹介します

伝統の刺しゅうを学んだアイヌ文化教室伝統の刺しゅうを学んだアイヌ文化教室 ヤナギの木の皮をむいている子どもヤナギの木の皮をむいている子ども

真屋町長に防災安否札を手渡す出村さん（中央）と結城さん（右）真屋町長に防災安否札を手渡す出村さん（中央）と結城さん（右）ペットボトルキャップを届けた田仁さん ( 中央 )ペットボトルキャップを届けた田仁さん ( 中央 )
と小野寺さん ( 左 )と小野寺さん ( 左 )

　

達
緑
丘
高
校
（
須
藤
克
志
校

　
　

長
）
の
生
徒
た
ち
が
有
珠
山

噴
火
な
ど
に
備
え
た
「
防
災
安
否

札
」
を
作
成
、
町
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
同
校
３
年
生
の
出
村
紗
弥
さ

ん
（
洞
爺
湖
町
出
身
）
と
結
城
七
菜

子
さ
ん
が
考
案
。「
安
否
札
」
は
緑

色
で
「
無
事
」、
赤
で
「
救
助
求
む
」

と
書
か
れ
て
い
て
、
玄
関
先
に
貼
る

こ
と
で
、
安
否
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
出
村
さ
ん
は
「
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
で
、
犠
牲
者
が
出
な
い
よ
う

に
と
の
思
い
で
作
り
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

伊

集めたペットボトルキャップは 20㌔
虻田中が社会福祉協議会に寄付６

７

アイヌの伝統刺しゅう学ぶ
ウトゥラノでアイヌ文化体験教室初開催30

６

　
　
本
郵
便
が
、
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ

　
　
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
協
力

し
て
製
作
し
た
「
大
地
の
恵
み
フ

レ
ー
ム
切
手
」
を
町
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
洞
爺
湖
町

な
ど
西
胆
振
1
市
３
町
の
特
産
品
を

デ
ザ
イ
ン
、
道
内
20
局
以
上
の
郵
便

局
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
真
屋
町
長
に
寄
贈
し
た
胆
振
地
区

郵
便
局
長
会
橋
本
宗
人
会
長
、
虻
田

郵
便
局
尾
形
光
平
局
長
、
洞
爺
郵
便

局
肥
吾
信
吾
局
長
は
「
こ
の
切
手
で

大
切
な
人
に
手
紙
を
送
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日

フレーム切手を寄贈した尾形局長（右）、橋本会長（右フレーム切手を寄贈した尾形局長（右）、橋本会長（右
から２人目）、肥吾局長（左）から２人目）、肥吾局長（左）

西胆振の特産品をデザイン
日本郵便が「大地の恵みフレーム切手」を寄贈

６
25

災害時の安否を一目で確認
伊達緑丘高校「防災安否札」を寄贈６

７

　
　
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設
ウ
ト

　
　
ゥ
ラ
ノ
で
ア
イ
ヌ
文
化
体
験
教

室
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
イ

ヌ
が
厄
除
け
の
た
め
に
考
え
た
と
さ

れ
る
「
ア
イ
ウ
シ
」「
モ
レ
ウ
」
の

文
様
を
刺
し
ゅ
う
し
た
マ
ス
ク
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。

　
菅
義
偉
首
相
が
官
房
長
官
時
代
に

ア
イ
ヌ
文
様
の
マ
ス
ク
を
贈
り
、
話

題
と
な
っ
た
登
別
ア
シ
リ
の
会
の
芳

賀
美
津
枝
さ
ん
が
指
導
。
参
加
者
は

ア
イ
ヌ
文
化
に
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
て
い
ね
い
に
針
を
運
ん
で
い
ま

し
た
。

ア

虻
　
　
田
中
学
校
（
瀧
澤
義
守
校
長
）

　
　
が
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
20
㌔

を
寄
付
し
ま
し
た
。
校
内
に
設
置
し

た
回
収
箱
を
使
い
、
数
年
前
か
ら
地

道
に
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
。
当
日
は
、

生
徒
会
長
の
田
仁
優
策
さ
ん（
３
年
）

と
副
会
長
の
小
野
寺
陽
月
さ
ん
（
２

年
）
が
届
け
ま
し
た
。

　
田
仁
さ
ん
は
「
先
輩
た
ち
が
集
め

て
く
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
を
届
け
ら
れ
て

光
栄
で
す
。
生
徒
会
で
も
寄
付
の
活

動
を
続
け
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。
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暮
ら
し お知らせ

information

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職（
失
業
）
す
る
と
、
役
場

の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
の
手
続

き
を
行
い
、
月
額
１
６
、６
１
０

円（
令
和
３
年
度
の
金
額
）
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失

業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
所
得
が
所
得
基
準

の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
特
例
免
除
で
は
、
審
査
の

対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得

を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を

添
付
し
て
、
役
場
住
民
課
・
洞
爺

総
合
支
所
庶
務
課
・
洞
爺
湖
温
泉

支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

道
内
で
は
現
金
１
、１
０
０
万

円
が
だ
ま
し
取
ら
れ
る「
オ
レ
オ

レ
詐
欺
」
や「
還
付
金
詐
欺
」
が

多
数
発
生
し
ま
し
た
。
手
口
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●﹁
オ
レ
オ
レ
詐
欺
﹂
の
手
口

　
被
害
者
は
、
息
子
を
か
た
る
人

物
か
ら「
病
院
に
行
き
、
業
者
に

支
払
う
小
切
手
が
入
っ
た
カ
バ
ン

を
盗
ま
れ
た
」
と
の
電
話
を
受
け

た
後
に
息
子
の
上
司
か
ら
お
金
を

要
求
さ
れ
、
さ
ら
に
、
息
子
の
上

司
の
知
人
を
か
た
る
男
に
２
回
に

渡
り
現
金
計
１
,
１
０
０
万
円
を

手
渡
し
て
だ
ま
し
取
ら
れ
た
。

●﹁
還
付
金
詐
欺
﹂
の
手
口

　
被
害
者
は
、
市
役
所
職
員
を
か

た
る
人
物
か
ら「
介
護
保
険
料
の

還
付
が
あ
る
。
金
融
機
関
か
ら
連

絡
が
い
く
」
と
の
電
話
を
受
け
た

後
、
金
融
機
関
を
か
た
る
人
物
か

ら「
還
付
の
手
続
き
を
す
る
の
で
、

金
融
機
関
に
行
き
、
着
い
た
ら
電

話
を
す
る
よ
う
に
」と
指
示
さ
れ
、

携
帯
で
通
話
し
な
が
ら
A
T
M

を
操
作
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
０
万

円
を
振
り
込
ん
で
だ
ま
し
取
ら
れ

た
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
金
・
振
り
込
み（
送
金
）
の

要
求
」
の
話
が
出
た
ら
詐
欺
を
疑

い
、
ひ
と
り
で
決
断
せ
ず
、
家
族

や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
い
マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ
は

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス

　
「
王お

う
ち
ょ
う蝶」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名

を
持
ち
、
白
身
の
高
級
魚
と
さ
れ

る
マ
ツ
カ
ワ
。
漁
獲
量
が
少
な
く

ま
ぼ
ろ
し
の
魚
と
呼
ば
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
こ
の
マ
ツ
カ
ワ
を

養
殖
・
放
流
し
水
揚
げ
を
増
す
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
魚
の
資
源
保
護
の
た
め
、
８

月
８
日
~
令
和
４
年
８
月
７
日
ま

で
の
期
間
、
胆
振
総
合
振
興
局
管

内
沖
合
海
域
で
、
全
長
35
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
未
満
の
小
さ
い
マ
ツ
カ

ワ
を
採
捕
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
海
中
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局　

胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
事
務
局（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
8
1
2
）

特
殊
詐
欺
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
か
ら

退
職　
　
　

に
よ
る

特
例
免
除
制
度

︵
失
業
︶

　
「
A
T
M
で
お
金
が
戻
る
」「
通

話
し
な
が
ら
A
T
M
を
操
作
」

は
詐
欺
で
す
。
お
年
寄
り
の
人
が

通
話
を
し
な
が
ら
A
T
M
を
操

作
し
て
い
た
ら
、
詐
欺
被
害
の
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
声
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）



水
難
事
故
の
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

お知らせ
①
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
泳

ぎ
ま
し
ょ
う

②
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

③
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

④
釣
り
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
救

命
胴
衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

⑤
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）
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行
　
政

道
道
洞
爺
湖
登
別
線
に

横
断
歩
道
・
減
速
帯
設
置

　
昨
年
11
月
30
日
、
道
道
洞
爺
湖

登
別
線
の
珍
小
島
付
近
に
横
断
歩

道
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
町
が
以

前
か
ら
北
海
道
公
安
委
員
会
に
要

望
し
て
い
た
も
の
で
、
今
年
の
５

月
下
旬
に
は
旧
眺
湖
荘
の
札
幌
側

に
も
北
海
道
施
行
に
よ
る
減
速
帯

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
減
速
帯
は
通
行
す
る
車
両
に
減

旧眺湖荘付近の減速帯旧眺湖荘付近の減速帯

令
和
３
年
社
会
生
活

基
本
調
査
の
実
施

　
総
務
省
統
計
局
で
は
令
和
３
年

10
月
20
日
現
在
で
、
社
会
生
活
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。　

　

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
う
ち
、

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
、
家

事
、
地
域
の
活
動
な
ど
に
費
や
し

て
い
る
か
を
調
査
し
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
推
進
、
少
子
高
齢
化

対
策
な
ど
の
政
策
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
行
い

ま
す
。

　
10
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
対
象

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

企
画
防
災
課
広

報
統
計
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）

通
行
規
制
区
間
へ
の

進
入
の
危
険
性

　
道
路
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
通
行
止
め
な
ど
の
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
な
ど
か

ら
侵
入
す
る
と
道
路
か
ら
の
転
落

や
崩
落
し
た
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ

る
な
ど
の
重
大
な
事
故
に
繋
が
る

恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
な
の
で

指
定
さ
れ
た
迂
回
路
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
現
時
点
で
通
行
規
制
の
箇
所
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
災
害
発

生
な
ど
に
よ
り
通
行
規
制
が
行
わ

れ
た
場
合
に
は
、
町
の
ホ
ー
ム

速
を
促
す
た
め
道
路
上
に
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
こ
の
区
間
を
通
行

す
る
と
き
は
、
歩
行
者
と
運
転
す

る
車
両
の
速
度
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　
建
設
課
管
理・土
木・

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

町
道
通
行
規
制
情
報

■
問
合
せ　
建
設
課
管
理・土
木・

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）

http://
w

w
w

.to
w

n
.to

ya
ko

.
hokkaido.jp/person_
guide/construction/
con001/cyoudou/

対象者 65歳以上 64歳以下 合計
3,684 人 4,178 人 7,862 人

１回目
接種人数 3,163 人 1,798 人 4,961 人
接種率 85.9％ 43.0％ 63.1％

２回目
接種人数 3,042 人 434人 3,476 人
接種率 82.6％ 10.4% 44.2%

（７月 27日現在）

洞爺湖町新型コロナウイルスワクチン接種状況
洞爺湖町の年齢別のワクチン接種状況は次のとおりです。

　新型コロナウイルスのワクチン接種の
申し込みが済んでいない人やお忘れの人
は、以下へ連絡してください。	

▼ワクチン接種会場の様子

都
市
計
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7

／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金

グ
ル
ー
プ
☎
74

－

3
0
0
2
）

■コロナワクチン予約専用ダイヤル
　	0142-76-4035（ ９ 時 ～ 17 時　
平日のみ）



「
北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門

学
院
」
の
出
願
受
付
に
つ
い
て

　

昨
年
4
月
、
旭
川
市
に
開
校

し
た「
北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
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空き家バンクに登録しませんか？

洞爺湖町

⑤連絡・交渉・契約（当事者間）

①ＨＰ掲載の登録

④希望者情報の連絡

②ＨＰ公開

③購入希望など

定住・移住希望者

空き家を借りたい
　　　　買いたい

洞爺湖町ホームページに
空き家情報を掲載

空き家の所有者

空き家を貸したい
　　　　売りたい

空 き 家 バ ン ク の 仕 組 み

　町では、空き家を有効活用し、移住や定住を促進して地
域の活性化を図る「空き家バンク」事業を行っています。
「空き家を誰かに売りたい、貸したい」などと考えている
空き家所有者の皆さん、空き家バンクに登録してみません
か。登録すると、空き家関連の情報を町のホームページに
掲載し、興味がある人とをつなぐ役目を果たします。
　空き家バンクの閲覧件数は年々増えていて、子育て世代
や移住希望者などから一軒家を探しているという相談が

多く寄せられています。多数の登録をお待ちしています。
■登録方法（HP掲載）
　印鑑と登記簿謄本などの書類（無い場合は事前に連絡を
お願いします）や物件の写真を持参してもらい、申請書に
記入します。登録完了になったのちに、ホームページに掲
載します。
■問合せ　産業振興課地域振興グループ（☎ 74-3005）

公共工事の契約状況

工事名 請負業者 契約金額 工　期 工事場所 工事概要
令和３年度農地耕作条件改善事業
財田地区用水路改修工事 ㈱伝建設 27,500,000円 ～令和４年

２月 28日 洞爺地区 用水路２路線の整備　L=359ｍ、
L=141ｍ

旧洞爺湖森林博物館解体工事 ㈱小松組 33,000,000円 ～９月 30日 温泉地区 旧森林博物館解体	建物	451㎡、渡り廊
下	352㎡

入江２号線ほか道路整備工事 ㈱重建能登組 31,900,000円 ～ 12月 10日 虻田地区
道路整備延長	L=364.7ｍ、舗装工	Ａ
＝ 1,442.6㎡、側溝工	Ｌ＝ 440.8ｍ、
縁石工	Ｌ＝ 156.6ｍ

入江８号線ほか道路整備工事 ㈱小松組 14,850,000円 ～ 12月 10日 虻田地区
道路整備延長	L=159.4ｍ、舗装工	Ａ
＝ 582.9㎡、側溝工	Ｌ＝ 202.2ｍ、縁
石工	Ｌ＝ 110.7ｍ

洞爺湖温泉大通り線道路改良工事
１工区 北島建設㈱ 33,880,000円 ～ 12月 20日 温泉地区 集水桝	Ｎ＝ 22か所、表層（歩道部、カ

ラー舗装）Ａ＝ 1,160㎡、縁石	741ｍ

洞爺湖温泉大通り線道路改良工事
２工区 ㈱小松組 26,400,000円 ～ 12月 20日 温泉地区 集水桝	Ｎ＝ 12か所、表層（歩道部、カ

ラー舗装）Ａ＝ 1,020㎡、縁石	570ｍ

洞爺湖温泉大通り線配水管布設工事
１工区

ホッコー建設
運輸㈱ 18,150,000円 ～ 10月 20日 温泉地区

配水管布設工	Peφ 50㎜	Ｌ＝ 203.30
ｍ、給水工	Ｎ＝１戸、仕切弁更新	Ｎ
＝８か所

　町では契約金額が１千万円以上の公共工事の契約状況について、次のとおり公表しています。
■問合せ　総務課管財・情報グループ（☎ 74-3000）

募
　
集

Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
ホ
ー
ム
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

　
町
民
の
皆
さ
ん
や
国
内
外
か
ら

観
光
に
訪
れ
る
人
た
ち
の
利
便

性
・
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
令

和
２
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
Ｊ
Ｒ

洞
爺
駅
上
下
線
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
が

完
了
し
、
８
月
７
日（
土
）
10
時

30
分
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）



▼道HP
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こととうう ここやや No.5 停電への備え停電への備え
本州では梅雨が明けると、本格的な台風シーズンが到
来します。
　近年、北海道への台風の接近や上陸が以前に比べると
増加してきていて、暴風雨に伴う被害も大きくなってき
ています。２０１６年（平成２８年）８月に発生した台
風１０号では、倒木などにより洞爺湖町内では最大で
６０時間近く停電した地域がありました。

台風は地震と違い、あらかじめ接近または上陸などの
進路を予測することができ、台風の規模によっても被害
を予測することができます。
　広報６月号で紹介した「停電時にも使える防災グッズ」
などを準備するとともに、台風が発生した場合は、天気
予報などで最新の情報を確認し、いざという時には、慌
てずに対応できるよう日ごろから備えておきましょう！

・気象情報を収集するために、電池式のラジオやスマー
トフォンなどの予備バッテリーを準備しておきましょう。
・ランタン（照明）はすぐに取り出せる場所に保管し、
電池の予備は日ごろから備蓄しておきましょう。
・常温で食べられる食料品やカセット式のコンロを備え
ましょう。
・停電により冷蔵庫が使えなくなる場合に備え、クーラー
ボックスで保冷出来るよう、日常から冷凍庫で保冷剤を
備蓄しておきましょう。

●備えておくこと
・停電解消時の火災を防ぐために、ブレーカーを切りま
しょう。
・大規模停電では、街灯や信号機が消えるため、やむを
得ず車を運転する場合は十分注意しましょう。

●停電発生時の行動について

・燃焼系の発電機を屋内で
使用すると一酸化炭素中毒
の危険があるため、屋内で
は絶対に使用しないように
しましょう。

台風は地震と違い、あらかじめ接近または上陸などの

お知らせ
専
門
学
院（
略
称　

北
森
カ
レ
ッ

ジ
）」
は
、
林
業
・
木
材
産
業
の

幅
広
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を
2

年
間
で
身
に
付
け
ら
れ
る
専
門
学

校
で
、
北
海
道
の
森
林
づ
く
り
へ

の
意
欲
に
溢
れ
た
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
「
学
院
説
明
会
」
や「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
詳
細
は

Q
R
コ
ー
ド
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■
出
願
資
格　
道
内
の
林
業
・
木

材
産
業
関
係
企
業
な
ど
へ
の
就
職

を
希
望
し
、
高
等
学
校
卒
業
か
同

等
以
上
の
学
力
を
有
し
、
入
学
時

に
40
歳
以
下
の
人

■
試
験
種
類　
①
推
薦
入
試
②
一

般
入
試

■
出
願
期
間　
①
10
月
１
日（
金
）

~
15
日（
金
）
②
10
月
12
日（
火
）

~
29
日（
金
）

■
試
験
日　

①
10
月
25
日（
月
）

②
11
月
15
日（
月
）

■
問
合
せ　

農
業
振
興
課
農

業
振
興
グ
ル
ー
プ（
☎
82

－

5
1
1
1
）

募集種目 資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18歳以上 33歳未満の男女 ９月 10日 (金 )まで ９月 24日 (金 )～ 30日 (木 )
のいずれか１日

防衛大学校（一般） 18歳以上 21歳未満の男女（高卒者または卒業見込みを含む） 10月 27日（水）まで 11月６日（土）、７日（日）の
いずれか１日

防衛医科大学校（医学科） 18歳以上 21歳未満の男女（高卒者または卒業見込みを含む） 10月 13日（水）まで 10月 23日（土）

防衛医科大学校（看護学科） 18歳以上 21歳未満の男女（高卒者または卒業見込みを含む） 10月６日（水）まで 10月 16日（土）

航空学生 （海）18歳以上 23歳未満の男女（高卒者または卒業見込みを含む）
（空）18歳以上 23歳未満の男女（高卒者または卒業見込みを含む） ９月９日（木）まで ９月 20日（月）

自衛官募集
　自衛官候補生、学生各種目を募集しています。

■問合せ　防衛省自衛隊札幌地方協力本部室蘭地域事務所（☎0143-44-9533）



無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
８
月
19
日（
木
）

②
９
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

お知らせ

ひ
と
り
親
世
帯
の
皆
さ
ん

へ
の
支
援
相
談
会

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故深戸マツヨさん
■７月２日死去■ 76歳■遺族は顕一さん■入１区

故齊藤彪さん
■６月 24日死去■ 89歳■遺族は敏悦さん■入１区

故大井共紀さん
■令和２年 12月 28日死去■ 76歳■遺族は仁史さん■温４区

故川野名和歌子さん
■５月 27日死去■ 79歳■遺族は裕さん■泉区

故林チヨコさん
■６月 16日死去■ 100歳■遺族は勝子さん■入１区

故林政子さん
■６月 16日死去■ 90歳■遺族は正治さん■青２区

６月20日から７月19日届出分

端
居
し
て
世
界
遺
産
の
話
な
ど

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

鉄
線
花
活
け
て
座
敷
の
鎮
ま
れ
り

　
　
　
　

千
葉
征
子

吾
に
笑
ま
ふ
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
に
笑
み
返
す

　
　
　
　

矢
野
知
子

沖
の
西
勢
揃
い
立
つ
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
勇

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
旭
岡
勉
さ
ん
（
温
３
区
）
は

10
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
大
友
靖
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

▽
下
妻
末
乃
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
亀
田
信
子
さ
ん
（
温
１
区
）

▽
三
浦
優
子
（
虻
６
区
）

▽
虻
田
郵
便
局

故松尾馨さん
■６月 17日死去■ 87歳■遺族は悦子さん■虻１区

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

■
場
　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）
②

池
田
翔
一
弁
護
士（
池
田
翔
一
法

律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

　
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡
婦

な
ど
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
、
支
援
員
や
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま
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働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向

け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

９
月
３
日（
金
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対
　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署
に

提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
８
月
21
日（
土
）、
９

月
18
日（
土
）
９
時
30
分
~
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

相
　
談

行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
開
催

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・　

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

す
。

■
日
　
時　
８
月
25
日（
水
）
13

時
~
16
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

3
0
3
会
議
室

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）



　虻田、洞爺湖温泉、とうや小学校の運動会が６月から７月にかけて行われました。昨年に続き、新型虻田、洞爺湖温泉、とうや小学校の運動会が６月から７月にかけて行われました。昨年に続き、新型
コロナウイルス感染症の影響でプログラムが短縮されましたが、子どもたちはコロナ禍をものともせずコロナウイルス感染症の影響でプログラムが短縮されましたが、子どもたちはコロナ禍をものともせず
各種目に全力で挑戦。赤組、白組に分かれ、熱戦を繰り広げました。各種目に全力で挑戦。赤組、白組に分かれ、熱戦を繰り広げました。

町内各小学校町内各小学校 運動会運動会でで

広報とうやこ　2021年８月広報とうやこ　2021年８月13

◀虻田小学校
１．１、２年生が参加した玉入れ
２．１位を目指してグラウンド
					を駆ける児童
３．仲間と棒を持ったまま走る
　　タイフーン

1 2 3

◀とうや小学校
１．応援合戦で挑戦状を読み上
　　げる応援団長
２．息の合ったよさこいソーラ
　　ンを披露する児童
３．保護者も参加した洞爺音頭1 2

3

コロナに負けるな！
コロナに負けるな！

▶洞爺湖温泉
小学校

３．玉を落とさない
ようにゴールを目指
す児童

１．鳴子を鳴らして
よさこいを盛り上げ
る児童
２．チームでゴール
を目指したバトンリ
レー

2 3

1



問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

さわやかだより
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熱中症熱中症にに注意注意しましょう！しましょう！

■暑さに強いから大丈夫？■暑さに強いから大丈夫？
高齢になると温度感受性が低くなり、暑さを感じにく

くなります。そのため、暑いと判断する力も低下してく
るので、体温の上昇に伴う発汗が遅れ、からだに熱がた
まりやすくなります。また、もともとの体の中の水分量
が少なく、のどの渇きも感じにくくなるため、脱水症状
になりやすいので注意が必要です。

■部屋の中なら大丈夫？■部屋の中なら大丈夫？
熱中症は、室内や夜間でも多く発生しています。すだ

れやカーテンで直射日光をさえぎる、換気をして屋外の
涼しい空気を入れる、必要に応じてエアコンなどを使用
して部屋に熱がこもらないよう、常に心がけましょう。

注意が必要な日 気温や湿度が高い、風が弱い、急に暑くなった

注意が必要な人 65 歳以上の人または幼児、持病のある人、肥満の人、暑さに慣れていない人

※熱中症は予防が大切です。熱中症は気温などの環境条件だけでなく、体調や暑さに対する慣れなども影響するので、　　
　　次のような場合は注意が必要です。

●応急処置の手順
①風通しの良い場所や出来ればエアコンが効いている室内など涼しい環境に移動する。
②服を脱がせ冷却する。露出した部分に水をかけ、うちわや扇風機をあてる。氷のうなど　
　があれば、首・脇の下・足の付け根に当てる。
③水分・塩分の補給（ただし、嘔吐や意識障害がある場合は行わない）

●熱中症の予防法
①からだづくり
・肉や魚・野菜をしっかり食べてタンパク質やビタミンな
どをバランスよく摂りましょう。汗をたくさんかいた日は
梅干しなどで塩分補給を忘れないようにしましょう。
・日ごろからウォーキングなどで汗をかく習慣を身に付け
ていると、暑さに対応しやすくなり、熱中症になりにくく
なります。

②暑さ対策
　外出するときは暑さを和らげる工夫をし、こまめに水分
補給をすることが大切です。
・帽子や日傘で直射日光をさえぎり、なるべく日陰を歩く
ようにし、涼しいところでこまめに休憩を取りましょう。
・えりの開いた服やゆとりのあるズボン、スカートなど、
熱がこもらない涼しい服装を心がけましょう。
・こまめに水分補給できるように、水分を持ち歩くように
しましょう。経口補水液やスポーツドリンクも水分補給に
適しています。

③マスクの着用
　新型コロナウイルス感染症対策としてマスクをしてい
る人が多いですが、高温多湿の環境下では、熱中症のリ
スクが高くなる恐れがあります。
　屋外で人との距離が２㍍以上確保できる場合にはマス
クを外したり、マスクをする場合には、重労働や長時間
の運動を避け、こまめに水分補給しましょう。

　室内にいるときでも熱中症で倒れる場合があります。
温湿度計を用意して、過ごしやすい環境を整えましょう。
・室内では扇風機やエアコンを使い、室温が 28度を超え
ないよう、湿度も上がり過ぎないように注意しましょう。
・室内にいるときでも水分は失われていきます。手の届く
ところに飲み物を置いて、こまめに水分補給しましょう。
・就寝中も同様にからだから水分が失われていきます。寝
る前だからと我慢せずに水分補給を心がけましょう。
　エアコンなども使って快適な環境を保ち、十分な睡眠
を取りましょう。

▶軽症軽症 中等症中等症 重症重症

●熱中症の主な症状

大量の汗、めまい・立ちくらみ、
筋肉のこむら返り

頭 痛、 倦 怠 感、
嘔気・嘔吐

意識障害、けいれん、
立位困難、高体温

　　中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。
　　高齢者は特に注意が必要で、熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）となっています。熱
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 20分	 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）
※現在改修工事中
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　	［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
魂
手
形　

三
島

屋
変
調
百
物
語
七
之
続（
７
）（
宮

部
み
ゆ
き
）▽
大
義（
今
野
敏
）▽

帝
国
の
弔
砲
（
佐
々
木
譲
）
▽
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
（
湊
か
な
え
）
▽
い

わ
い
ご
と
（
畠
中
恵
）
▽
オ
ム
ニ

バ
ス
（
誉
田
哲
也
）
▽
幕
間
の
モ

ノ
ロ
ー
グ
（
長
岡
弘
樹
）
▽
救
急

患
者
Ｘ
（
麻
生
幾
）
▽
キ
ネ
マ
の

神
様
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
カ
ッ
ト

（
原
田
マ
ハ
）
▽
め
ぐ
り
ん
と
私
。

（
大
崎
梢
）
▽
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン・

ホ
テ
ル
（
下
村
敦
史
）
52
ヘ
ル
ツ

の
ク
ジ
ラ
た
ち
（
町
田
そ
の
こ
）

▽
推
し
、
燃
ゆ
（
宇
佐
見
り
ん
）

麦
本
三
歩
の
好
き
な
も
の　
第
二

集
（
住
野
よ
る
）
▽
ワ
ン
さ
ぶ
子

の
怠
惰
な
冒
険
（
宮
下
奈
都
）
▽

こ
れ
で
暮
ら
す
（
群
よ
う
こ
）
▽

三
つ
巴　
新
・
酔
い
ど
れ
小
籐
次

（
二
十
）（
佐
伯
泰
英
）
己
丑
の
大

火　
照
降
町
四
季（
二
）（
佐
伯
泰

英
）
▽
だ
れ
で
も
簡
単
、
40
種
類

以
上
！
お
う
ち
で
と
れ
た
て
野
菜

（
河
村
毬
子
）
▽
ラ
ク
ち
ん
、
お

い
し
い
！
野
菜
の
保
存
は
こ
れ
で

О
Ｋ　
野
菜
ま
る
ご
と
冷
凍
レ
シ

ピ
（
沼
津
り
え
）
▽
10
年
か
か
っ

て
地
味
ご
は
ん
。（
和
田
明
日
香
）

＜

児
童
書＞

▽
お
も
し
ろ
い
！

進
化
の
ふ
し
ぎ　
ま
す
ま
す
ざ
ん

ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
（
今
泉
忠

明
）ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
2（
セ

ル
マ
・
ラ
ゲ
ル
レ
ー
フ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞
▽
こ
の
本
を
盗
む
者

は
（
深
緑
野
分
）
▽
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
10
倍
楽
し
む
魔
境
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
入
門
（
齋
藤
真
知
亜
）

＜

児
童
書＞

▽
つ
か
ま
え
た
（
田

島
征
三
）
▽
ふ
ー
っ
て
し
て
（
松

田
奈
那
子
）▽
ま
っ
て
い
る
。（
村

上
康
成
）
▽
え
ほ
ん
な
ぞ
な
ぞ
う

た
（
谷
川
俊
太
郎
）

おもしろ樹木図鑑
林将之
身近な樹木の「びっくり !	ヘンテコ !	
不思議 !	」	に、子どもも大人もわくわ
くしよう ! 身近に出会う約 450 種類	
の樹木を紹介。進化の不思議、自然の
神秘、人間の歴史、地球環境の変化な
どを知るきっかけを、自分自身で楽し
く見つけられるようになる一冊です。
（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　8 月のおはなし会
■日　時　8月 23 日（月）10 時～ 11 時 30
分
■場　所　あぶた母と子の館
キッズタイム　英語であそぼう！ ( 歌、絵本の
読み聞かせ、ゲーム、ダンス ) ※事前予約が必
要
■日　時　８月 28日（土）10時～ 11時
■場　所　あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。人数制限
を行うこともありますのでご了承ください。

今月の
リポーター
佐川千明さん

　
　
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
春
か

　
　
ら
、
と
う
や
水
の
駅
に
あ

る
洞
爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
佐
川

千
明
と
申
し
ま
す
。
四
国
か
ら

北
海
道
に
移
住
し
て
３
年
半
の

２
児
の
母
で
す
。

　
農
業
が
盛
ん
な
洞
爺
地
区
に

移
住
し
て
き
て
親
子
で
野
菜
の

お
い
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
特
に
産
地
や
鮮
度
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
お
店
で
野

菜
を
手
に
取
っ
て
い
た
私
で
す

が
、
そ
の
土
地
で
採
れ
た
新
鮮

な
旬
の
野
菜
や
お
米
が
毎
日
食

卓
に
並
ぶ
こ
と
が
、
こ
ん
な
に

も
心
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
と

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
産
者
が
身
近
に
い
る
こ

と
で
出
荷
さ
れ
る
ま
で
の
過
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
ま

た
良
い
経
験
で
す
ね
。

　
環
境
を
問
わ
ず
子
育
て
を
し

て
い
る
と
日
常
に
追
わ
れ
る

日
々
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
町

で
の
暮
ら
し
は「
日
常
」
と「
非

日
常
」
が
絶
妙
に
交
差
し
、
ふ

と
し
た
と
き
に
ま
る
で
物
語
の

中
に
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

覚
え
る
の
で
す
。

　
い
つ
見
て
も
美
し
い
湖
水
や

田
畑
の
景
色
、
そ
し
て
そ
こ
に

暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
人
々

が
織
り
な
す
町
の
雰
囲
気
。
不

思
議
な
居
心
地
の
良
さ
が
あ
り

ま
す
。

　
私
も
こ
の
町
の「
登
場
人
物
」

の
一
人
と
し
て
自
分
ら
し
く
活

動
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す

の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

は

佐川千明さん

今月の
１冊
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娘たちと一緒に農娘たちと一緒に農
家の畑で収穫体験家の畑で収穫体験



洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』
　
　
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ
て

　
　

く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

熱
中
症
が
増
え
る
時
期
で
す
。
全

国
各
地
で
、
猛
暑
に
よ
り
熱
中
症

で
搬
送
さ
れ
た
人
が
多
く
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
外
に
限

ら
ず
室
内
で
も
熱
中
症
は
発
生
し

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と

脱
水
や
体
温
上
昇
に
気
づ
き
に
く

く
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
次

の
こ
と
に
注
意
し
夏
を
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
！
（
普
段
過
ご
す
部
屋

に
温
度
計
を
置
い
て
み
て
は
？
）

②
室
温
が
28
度
を
超
え
な
い
よ

う
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
！

③
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
！

④
外
出
す
る
と
き
は
体
を
締
め
つ

統
一
標
語

﹃
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
﹄

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
い
え
ば
花

火
で
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付
け

の
方
法
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
「
花
火
」

は
避
け
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
十

分
注
意
し
、
火
災
発
生
の
防
止
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行

本
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熱
中
症
に
注
意
！

け
な
い
涼
し
い
服
装
で
、
日
よ
け

対
策
も
！

⑤
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩

を
！

⑥
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
！

⑦
わ
ず
か
な
時
間
で
も
子
ど
も
を

車
内
に
絶
対
に
残
さ
な
い
！
（
子

ど
も
は
大
人
よ
り
高
温
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
）

お
盆
の
火
災
予
防

　
お
盆
は
先
祖
を
供
養
す
る
大
切

な
行
事
で
す
が
、
先
祖
供
養
の
た

め
多
く
の
人
が
訪
問
す
る
こ
と
も

増
え
、
仏
壇
や
お
墓
な
ど
で
火
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ろ

う
そ
く
や
線
香
の
火
が
原
因
で
火

災
が
発
生
し
た
事
案
が
多
数
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

提供する
災害情報 火災や救助、住民生活に支障が生じる自然災害の情報

登録方法

・ＱＲコード
　携帯電話、スマートフォンからＱＲコードを読み
取り、手順に従い登録してください。

・メール
　右記のアドレスに直接、空メールを送信し、返信
されたURL から手順に従い登録してください。

jumin.nishiiburi-fd@
fs119.ktaiwork.jp

※お使いの携帯電話、スマートフォンで迷惑メール
フィルタなどを使用している場合、返信メールを正常に
受け取れない場合があります。「nishiiburi-fd@fs119.
ktaiwork.jp」の「指定受信解除」または「＠ fs119.
ktaiwork.jp」の「ドメイン解除」などを行い、返信メー
ルを受け取れるように設定をお願いします。設定方法

については、携帯電話各社・お使いの機種などにより
異なりますので、それぞれの購入店舗などで相談して
ください。消防署では、設定方法についてお答えでき
ませんので、ご了承ください。
　なお、システムは無料で利用できますが、別途、通
信料がかかります。

役立つ「災害情報サービス」の活用を！！
西胆振行政事務組合消防本部では、組合管内（伊達

市・洞爺湖町・豊浦町・壮瞥町）で発生した火災や救助、
自然災害などの情報（消防出動情報）をあらかじめ登
録された携帯電話、スマートフォン、パソコンに「電
子メール」で配信するサービスを行っています。

　「電子メール」配信サービスについては事前登録が必
要となります。詳しくは「西胆振行政事務組合消防本
部ホームページ (http://nfd119.sakura.ne.jp/)」をご
覧ください。

い
、
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所

で
は
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
は
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

④
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な

い
で
く
だ
さ
い
。
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第

回

デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ

緑
化
事
業

　
　
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
緑
化　
　
　
　
　

　
　
事
業
班
で
は
洞
爺
湖
町
か
ら

委
託
を
受
け
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
春
・
夏
各
1
回
ず

つ
、
国
道
や
町
内
花
壇
の
植
え
込

み
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置
、
自
治

会
へ
の
花
苗
の
配
達
や
町
内
の
草

刈
業
務
を
中
心
と
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
冬
期
間
は
次
年

度
に
植
え
込
み
を
行
う
花
苗
の
播

種
、
ポ
ッ
ト
へ
の
植
え
替
え
、
ハ

ウ
ス
の
温
度
管
理
や
散
水
な
ど
を

行
い
、
春
先
に
向
け
て
日
々
、
緊

張
感
を
持
っ
て
生
育
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
緑
化
敷
地
内
の

除
雪
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
例
年
ウ
ロ
コ
虻

田
店
・
ウ
ロ
コ
末
永
店
・
ウ
ロ
コ

舟
岡
店
や
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
各
イ
ベ
ン
ト
で
実
施
し
て
い
る

即
売
会
が
、
ウ
ロ
コ
虻
田
店
・
ウ

ロ
コ
末
永
店
の
各
１
回
ず
つ
と
な

り
ま
し
た
が
、
楽
し
み
に
し
て
い

る
お
客
さ
ん
も
多
く
、
と
て
も
好

評
で
し
た
。

　
現
在
は
、
春
先
に
植
え
た
花
苗

を
国
道
の
花
壇
か
ら
順
番
に
苗
抜

き
、
雑
草
取
り
を
行
い
、
順
次
、

夏
花
へ
と
切
り
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
道
は
、
ジ
ニ
ア
と
ビ
ン

カ
、駅
前
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド・

シ
ル
バ
ー
ダ
ス
ト
・
千
日
紅
な
ど

を
植
え
込
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は

比
較
的
天
候
も
良
く
、
暖
か
い
日

差
し
の
中
、
１
人
ひ
と
り
が
育
て

て
き
た
花
苗
を
丁
寧
に
植
え
て
い

ま
す
。
植
え
込
み
が
終
了
し
た
後

は
、
各
花
壇
の
雑
草
抜
き
や
枯
れ

花
な
ど
の
手
入
れ
、
天
候
に
よ
っ

て
は
、
散
水
作
業
を
行
い
、
花
苗

の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

を
行
う
と
き
に
は
、
利
用
者
の
安

全
や
車
両
の
運
転
に
も
配
慮
し
な

が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。　

　
年
々
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
高

齢
化
し
て
い
て
、
体
調
や
健
康
に

気
を
つ
け
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
長
年
携
わ
っ
て
き
た
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
利
用
者
・
職

員
と
も
花
植
え
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
道
路
脇
に
ト
ラ
ッ
ク
を
停
車

し
て
作
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
何

か
あ
り
ま
し
た
ら
声
を
掛
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
緑
化
事
業
班
で
育
て
た
花
苗
の

販
売
は
、
春
か
ら
夏
場
に
か
け
て

あ
る
そ
ー
れ
店
舗
前
、
道
の
駅
あ

ぷ
た
・
道
の
駅
と
う
や
湖
で
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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評
議
員
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
６
月
14
日
、
評
議

員
選
任
・
解
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
評
議

員
を
次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し

た
。評

議
員　

赤
川　

龍
麿

評
議
員　

毛
利　

納

評
議
員　

伊
藤　

賢
二

評
議
員　
綱
嶋　

勉

評
議
員　

吉
田　

聡

デ

評
議
員　

増
山　

顕
佑

評
議
員　

泰
地
ひ
と
み（
新
）

任　

期　

令
和
３
年
６
月
21
日

開
催
の
定
時
評
議
員
会
の
終
結

の
時
か
ら
令
和
７
年
度
定
時
評

議
会
の
終
結
の
時
ま
で

　

令
和
３
年
６
月
21
日
、
定
時

評
議
会
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
理
事
お
よ
び
監
事
を

選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
長

お
よ
び
常
務
理
事
（
業
務
執
行

理
事
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

理
事
長　

夏
目　

與
市

常
務
理
事　

上
埜　

二
郎

　
（
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ゆ
う
あ
い
施
設
長
）

理

事　

村
上　

僚
男

理

事

加
賀
谷　

真
由
美

理

事　

八
反
田　

稔（
新
）

理

事　

木
村　

芳
秀

　
（
清
水
友
愛
の
里
施
設
長
）

監

事　

高
橋　

昭
夫

監

事　

八
木
橋　

隆　

任　

期　

令
和
３
年
６
月
21
日

の
定
時
評
議
会
の
終
結
か
ら
令

和
５
年
度
定
時
評
議
会
の
終
結

の
時
ま
で

　
日
々
、
花
壇
の
植
え
込
み
の
と

き
や
自
治
会
な
ど
の
配
達
の
場
面

で
町
民
の
人
た
ち
に
「
頑
張
っ
て

い
る
ね
」「
綺
麗
だ
ね
」
な
ど
と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
声
を
掛
け
て
も

ら
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
自
信
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
新
し
い
色
や
品
種
の

花
苗
の
生
産
に
挑
戦
し
て
い
き
、

毎
年
花
壇
の
配
色
が
同
じ
に
な
ら

な
い
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

花壇の植込作業を行う利用者花壇の植込作業を行う利用者



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 109号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2021年８月 18

大地と海に育まれた「縄文文化」を知る！大地と海に育まれた「縄文文化」を知る！

　人間の歴史の中では、人類は農耕を始めたために定
住するようになったと考えられてきました。
　しかし、日本列島で１万年もの間続いた縄文文化で
は、農耕ではなく狩猟採集という暮らし方を基本にし
ながら、定住生活ができていました。何世代にもわた
り同じ場所で暮らすようになったことで、集団として
の意識が生まれ、お墓やストーンサークルなど社会的

な意味のある施設が作られるようになり、漆器や木製
品を作る技術も発達したと考えられます。また、１万
年の間には、寒冷化や温暖化によって動植物の種類が
変化しましたが、縄文時代の人々はその変化も巧みに
利用し、自然環境を破壊することなく生活をしていま
した。これは世界的に見ても稀な例なのです。

なぜ縄文文化が注目されているの？

ジオパークは、地球の活動を示す大地の見どころだけでなく、その地域の考古
学的・生態学的もしくは文化的な価値のあるサイトも見どころに含めることが定
義されています。洞爺湖有珠山ジオパークは地域の歴史を物語る「縄文遺跡」も
大切な見どころとして紹介しています。

「北海道と北東北の縄文遺跡群」は、環境に負荷をかけず、同じ場所で
長期間、豊かな文化を維持していた縄文文化の証として研究が続けられ、
世界の注目を集めています。

入江・高砂貝塚（洞爺湖町）
＜見どころ＞

北黄金貝塚情報センター・竪穴住居（復元）・貝塚・水場遺構
　広々とした史跡公園内に、貝塚や住居が復元されています。
水場遺構には無数の石皿やすり石があり、人々が何世代にもわ
たって儀礼を続けていたことを物語っています。縄文時代の森
を再現しようという「縄文の森」もユニーク！
　情報センターでは、貝塚の中身や骨製品も展示されています。

北黄金貝塚（伊達市）
＜見どころ＞

入江・高砂貝塚館、高砂貝塚、入江貝塚公園の貝塚トンネル
　「入江・高砂貝塚館」は、入江貝塚と高砂貝塚の出土品を展
示しています。高砂貝塚は約 4000年前から近世にかけての暮
らしの跡が残された遺跡で、散策を楽しめます。入江貝塚公園
では、1663 年の有珠山噴火の噴出物で覆われたために良い状
態で残された貝塚の断面をトンネルの中で見られます。



上記のイベントなどの情報は７月 30 日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定されている
イベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

７月 10日（土）
～9月30日（木）

夏特別展　佐藤千穂展「La　Luz －ひかり－」

８月12日（木）
脳の健康教室
9：30～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

18日（水）

保育所開放
10：00～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

げんきクラブ（虻田）
13：30～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

19日（木）

脳の健康教室
9：30～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

げんきクラブ（洞爺）
13：30～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

コグニの集い
13：30～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

20 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

21日（土）

夏特別展関連オープニングトークショー

行政に関わるくらしの無料相談会

夜の金比羅山散策

23 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

25日（水）

保育所開放
10：00～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

ひきこもり家族交流会

26 日（木）
脳の健康教室
9：30～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

27日（金）
乳児健診
12：50～
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

28日（土） ウチダザリガニ防除体験

９月１日（水）
保育所開放
10：00～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

２日（木）

脳の健康教室
9：30～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞

無料法律相談会

３日（金）
フッ素塗布
13：00～ 14：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

７日（火）
子育てセミナー①
10：00～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30分～ 17時（受付は 16時 30分まで）
夏特別展　佐藤千穂展「La　Luz －ひかり－」
■日　程　７月 10日（土）～９月 30日（木）
夏特別展関連オープニングトークショー　※要事前予約
■日　程　８月 21日（土）13時 30分～（開場 13時～）
■ゲスト　三島　邦代さん（洞爺湖芸術館元館長）
■定　員　20 人
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／WEB　http://
www.geijutukan.net/

８日（水）

保育所開放
10：00～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
健康福祉センター（☎76-4006）

9日（木）

脳の健康教室
9：30～ 11：15
健康福祉センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

げんきクラブ
13：30～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

10日（金）
洞爺地区健康相談
9：30～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

13日（月）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15～ 11：45
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

フッ素塗布
13：00～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

ピックアップイベント詳

時
所
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夜の金比羅山散策
■日　時　８月 21日（土）19時 30分～ 21時 40分
■場　所 洞爺湖ビジターセンター
■対　象　小学生以上（中学生以下は保護者同伴）
■定　員　２組（先着順）
■参加費　１人 300円
■服装・持ち物　動きやすい服装、長靴、タオル、飲み物、
虫よけスプレー、マスク、懐中電灯など
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-
2555）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ｐ 12詳

ｐ 12詳

ひきこもり家族交流会
■日　時　８月 25日（水）13時 30分～ 14時 30分
■場　所 室蘭保健所２階会議室（室蘭市海岸町１丁目４－１む
ろらん広域センタービル内）
■問合せ　室蘭保健所健康推進課健康支援係（☎ 0143-24-
9846

ウチダザリガニ防除体験
■日　時　８月 28日（土）14時～ 16時
■場　所 洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　３組（先着順）
■参加費　１人 300円
■服装・持ち物 着替え、帽子、タオル、飲み物、マスクなど
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

時
所

ｐ 12詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳
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シ
ソ
の
魅
力
は
、
サ
ラ
ダ
や　

　
　
漬
け
物
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓

子
、
味
噌
な
ど
生
で
も
加
工
し
て

も
と
て
も
お
い
し
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
に
使
え
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

赤
シ
ソ
の
魅
力
を
話
す
の
は
、

傳
信
雄
さ
ん
、
弘
子
さ
ん
夫
妻
。

　
信
雄
さ
ん
は
洞
爺
湖
町
（
旧
洞

爺
村
）
の
出
身
で
、
高
校
を
卒
業

後
に
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
（
旧
洞
爺
村

農
業
協
同
組
合
）
に
就
職
、
定
年

退
職
後
か
ら
弘
子
さ
ん
の
シ
ソ
栽

培
の
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
弘
子
さ
ん
は
、
伊
達
市
の
出
身

スポットライト

Spotlight

赤シソ栽培 5０年

東奔西走
ワンショット今月の

　　ロンやとうもろこしなど、夏の味覚がおいしい季節になりま　
　　した。まだまだ暑い日は続きますが、美味しいものをたくさ
ん食べて、体調には十分に気を付けながら、北海道の短い夏を存
分に楽しみましょう！（M.O）
　　海道・北東北の縄文遺跡群が世界遺産に登録。世界に価値を
　　認められた一方で関係者、識者が「もっと認知度を」と口を
揃えていたのが印象的でした。今後も入江・高砂貝塚をはじめ縄
文遺跡群の魅力を伝えたいと思います。（Ｙ . Ｄ）

で
、
高
校
卒
業
後
は
実
家
の
農
業

を
手
伝
い
、
昭
和
36
年
に
嫁
い
で

以
来
、シ
ソ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
も
と
も
と
梅
漬
け
の
色
出
し

用
に
チ
リ
メ
ン
シ
ソ
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
親
戚
の
畑
で
栽
培

さ
れ
て
い
た
シ
ソ
は
葉
が
大
き

く
、
苦
味
も
少
な
か
っ
た
の
で
、

今
の
品
種
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
」
と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　
昔
は
30
人
く
ら
い
の
人
が
栽
培

し
て
い
ま
し
た
が
、
赤
シ
ソ
栽
培

は
手
間
が
か
か
る
た
め
、
現
在
、

洞
爺
湖
町
で
は
傳
さ
ん
の
他
に
１

軒
だ
け
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し
て

い
る
の
は
、
傳
さ
ん
だ
け
だ
と
い

い
ま
す
。「
ジ
ュ
ー
ス
用
と
し
て

収
穫
す
る
と
き
は
、
葉
の
大
き
さ

や
多
少
の
傷
な
ど
は
あ
ま
り
関
係

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
場
に
出
荷
す

る
と
き
は
、
傷
が
付
か
な
い
よ
う

１
枚
１
枚
丁
寧
に
収
穫
し
、
10
枚

を
１
束
に
し
て
袋
詰
め
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

朝
４
時
に
起
き
て
涼
し
い
時
間
に

収
穫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

大
変
で
す
」
と
収
穫
の
苦
労
を
話

し
ま
す
。

　
「
昔
は
近
所
に
教
員
住
宅
が
あ

り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
子
ど
も

た
ち
が
ぜ
ん
そ
く
や
風
邪
を
引
い

た
と
き
に
赤
シ
ソ
の
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
治
っ

た
の
を
見
て
シ
ソ
が
身
体
に
良
い

こ
と
を
肌
で
感
じ
た
の
が
シ
ソ
栽

培
を
続
け
て
い
る
理
由
で
す
」
と

続
け
ま
す
。

　

最
後
に
傳
さ
ん
は
、「
町
の
特

産
で
あ
る
赤
シ
ソ
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
後
継
者
が
出
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
が
元
気
な
間
は
シ
ソ
栽

培
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

メ

赤

洞爺湖芸術館夏特別展で洞爺湖芸術館夏特別展で
行われたオープニング舞踏行われたオープニング舞踏

「

profi le
信雄さん　昭和12年３月26日生
まれ。84歳。趣味は孫と遊ぶこと。
弘子さん　昭和 13年３月９日生
まれ。83歳。シソを使った料理が
得意。美沢西在住。

こ
れ
か
ら
も
赤
シ
ソ
栽
培
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
た
い
で
す

北

傳　信雄さん
弘子さん


